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前
置
き
は
省
略
し
て 、
早
速乙
の
二
年
間
に
発
表
さ
れ
た
当
該
分
野
に
関
係

の
あ
る
研
究 、
ま
た
は
そ
の
た
め
の
調
査
報
告と
認
め
ら
れ
る
論
文・
著
書

(既
発表
の
論
文
集
も
対
象に
す
る)
を
紹
介
し 、
研
究の
動
向
を
見て
い
く乙

と
に
す
る 。

漢
字
を
論
じ
た
著
書
に 、
-
中
回
祝
夫
『日
本の
漢
字』
(「日
本語
の
世

界4」 、
中
央
公
論
社 、
昭
幻
・
6) 、
2
藤
堂
明
保『
漢
字の
過
去
と
未
来』

(
岩
波
書
底 、
昭
和幻
・
9)
が
あっ
た 。
ー
で
は
〈
漢
字
は日
本
人
に
とっ
て

文
字そ
の
もの
で
あっ
て 、
普
通
の
場
合
は 、
わ
ざ
わ
ざ
「
漢
字」
と
い
わ
な

い
と
と
ろ
の 、
ご
く
微
妙 、
軽
微
な
意
識
が 、
漢
字
を日
本の
文
字
と
化
し 、

や
がて
古
代
以
来の
漢
字の
日
本
的
用
法
が
発
達
し
た 。
そ
の
日
本
的
用
法の

例
は
数に
お
い
て
彪
大で
あ
り 、
質に
お
い
て
濃
度の
高
い
もの
で
あっ
た
〉

と
し
て 、
漠{子の
日
本
的
特
殊
用
法の
興
味
深い
種々
相
が
論
述
さ
れ
て
い

る 。
そ
の
点で
半
分
以
上
が
中
国
側の
記
述
に
割か
れ
て
い
る2
と
異
な
る 。

2
は
未
来の
部 、
す
な
わ
ち
漢
字
政
策
に
特
色
が
あ
る 。

字
形・
字
体に
関
す
る
もの
で
は 、
3
伊
藤
新一
「
山ノ
上
碑の
刻
書
l古

代中国書法の
継承
li」

(『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要』
げ 、
昭
幻
・

3) 、
4
井
上
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松

利

彦

井

秀
雄
「
埼玉
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣の
金
象
依
銘
文の
字
形
に
関
す
る一
考

察」(『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告』
目 、
昭
回
・

3) 、
5
蔵
中
進
「
上
代
則

天
文
字
考」

尋問編
『

訟翠註
古
典
学
藻』
所
収、

書
房、

5・

日) 、
6
遠
藤
嘉
基
『日
本
霊
異
記
訓
釈
放』(和
泉
書
院 、
昭幻・
5) 、
7
エ

ツコ・
オパ
タ・
ラ
イマ
ン
「『節
用
集』
に
お
け
る
国
字
(日
本製
漢
字)」

(『モ
ラロ
ジ
l
研
究』 、
昭臼・
4) 、
8
山
崎
福
之
「
類
衆
古
集の
本
文
と
書

入」
(『国
語
国
文』
日
|

3、
昭
幻
・

3) 、
9
小
林
芳
規
「
寛
平
法
皇
の
訓

点」
(『
国語
と
国
文
学』
印
|3 、
昭幻・
3) 、
叩
林
巨
樹
「
字
体の
歴
史」

(『
講
座
日
本
語
学』
6
所
収 、
明
治
舎
院 、
昭
幻
・
5) 、
日
浜
田
啓
介
「
出
版

と
文
字の
歴
史」
(『講
座日
本
語
学』
6
所収)
が
あっ
た 。
6
に
は 、
「『
省

文』
を
め
ぐっ
て
il八日本
書室Vを中心に
|l」

「『日
本
霊
異
記』
と
具
体

字」〉
な
ど
の
論
考
が
納め
ら
れ
て
い
る 。
8
は
「
宍」
と
「
完」
の
字
体
に

つ
い
て
詳
細に
検
討し
た
もの 。
刊
は
出
版さ
れ
ると
と
に
よっ
て
節
用
集の

漢
字
字
体
が正
体
を
基
調
と
す
る
方
向に
進
ん
だ乙
と 、
ま
た
平
仮
名
字
体
が

仮
名
草
紙
か
ら
草
双
紙
に
な
る
につ
れ
て
収
欽
し
合理
化さ
れ
て
記
号
化
が
進

ん
で
活
字に
近
く
なっ
た乙
と
な
ど 、
興
味
深い
問
題
が
展
開さ
れ
て
い
る 。

漢
字
と
和
語と
の
対
応 、
所
与の
漢
字の
訓
法
な
ど
を
対
象に
し
た
論
文に

は
『
古
事
記』『
万
葉
集』
に
関
する
もの
を
中
心
に
次の
ど
と
く
数
が
多い 。



記(史的研究)

ロ
小
林
芳
規
「
漢
文の
古
訓
点
か
ら
観
た
古
事
記の
訓
読」(下)
|本文の訓み

方

||(『
文
学』
印
1
1、
昭
幻
・
1)、
日
同
「
古
事
記
訓
点
史」
(
竹
岡
正
夫

編『
国
語
学
史
論
叢』
所収 、
和
泉
書
院 、
昭
U
・
9) 、
H
『
古
事
記』(
日
本

思
想
大
系
1、
岩
波
舎
底、
昭幻・
2) 、
日
工
藤
力
男
「
安
万
侶の
方
法と
古

事
記の
訓
読」
(『国
語
国
文』
臼
|5 、
昭臼・
5) 、
日
久
田
泉「『古
事
記』

立回
注・
訓
読
注の
施
注
原
理

||「
下
敷
此」
の
場
合

|l」
(『国
語
と
国
文
学』

印
19 、
昭mm・
9) 、
口
松
本
光
隆
「
漢
書
楊
雄
伝
天
暦二
年
点に
お
け
る
訓

読
の
方
法」
(『
国
語
学』
問 、

昭
幻

・
3) 、
問
佐
藤
喜
代
治
「
字
訓と
仮
名」

(『言
語
生
活』
抑、
昭m-6)、
日
鶴
久「
万
葉
集の
正
訓
文
字の
訓
法
行・

往・
去をめぐ勺て
||」

(『香
椎
潟』
却 、
昭日・
叩) 、
加
藤
村三
千
代
「
万
葉

集
二
八
五一
番
歌
の
訓
ll

関の
用
字をめ
ぐる
疑
問
|」

(『帝
塚
山
学
院大
学
日
本
文

学
研
究』
日 、
昭
幻・
2) 、
幻
毛
利正
守
「『
物
念』
の
訓
読
を
め
ぐっ
て」

(『万
葉』
問 、
昭U・
2) 、
m
遠
藤
嘉
基
『日
本
霊
異
記
訓
釈
孜』 、
幻
小
泉

道
「
日
本
霊
異
記
中
巻の
本
文と
訓
読
私
案」
(『訓
点
語
と
訓
点
資
料』
灯、

昭
幻・
5) 、
M
同
「日
本
霊
異
記の
本
文と
訓
読」
(『古
典
学
藻』
所
収) 、

お
松
本
明
美
「
ウ
ルハ
シ
考」
(『叙
説』
7 、
昭幻-
m) 、
mm
大
坪
併
治「漢

文
訓
読
文
に
お
け
る
ナゼニ
の
成
立
を
め
ぐっ
て」
(『
国
語
学』
問 、
昭mm・

3) 、
幻
田
島
統
堂
「法
華
経
為
字ベ
シ
訓
源
流
考」(『名
古
屋
大
学
国
語
国
文

学』
印、
昭
幻
・
7) 、
泊
三
保
忠
夫・
三
保
サ
ト

子
『
雲
州
往
来
享
禄本
研
究

と
総
索
引本文・
研究筋』(和
泉
舎
院 、
昭幻・
8) 、
加
宇
都
宮
陸
男
「
時
賢
本

白
氏
文
集の
『
共
通
訓』
につ
い
て」
(『国語
国
文』
日
l
口、
昭幻
・
9)、

加
向
「
時
賢
本
白
氏
文
集の
『
固
有
訓』
につ
い
て」(『国語
国
文』
臼
|5 、

昭
お・
5) 、
白
祖
原
み
す
ず
「『
舞
姫』
に
お
け
る
漢
字の
読
み
方に
関
す
る

諸
問
題」
(『栂
蔭
国
文
学』
問 、
昭
幻・
2) 。
H
は
訓
読
文・
類
義
字一
覧・

同
訓
異
字一
覧な
ど
が
小
林
芳
規
氏の
担
当
で 、
学
会
待
望の
書で
あっ
た
た

字 ・ 表文

め
に
前
期の
展
望
者 、
西
宮一
民
氏
が
期
間
外の
本
蓄
を
は
や
ば
や
と
取
り
挙

げ
て
し
ま
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る 。
今
後の
古
事記
学
は
本
書
を
中
心
に
展
開
す

る
で
あ
ろ
う 。
日
はH
に
対
す
る
反
論で 、
同
訓
異
字
を一
漢
字一
訓で
訓
み

切
れ
る
か
と
疑
問
を
提
出
し
て
い
る 。
文
体に
癖
が
ある
が一
読の
価
値
が
あ

る 。
訟
は
著
者
が
長
年
意
欲
的
に
取
り
組ん
で乙
ら
れ
た
『
霊
異
記』
研
究の

集
大
成
で
文
字
に
関
す
る
論
考
も
収め
ら
れ
てい
る乙
と
は
前
述の
と
お
りで

あ
る 。
喜
寿の
祝
賀と
し
て
刊
行さ
れ
た
もの 。
お
は
「
和
語
表
記
に
お
け
る

漢
字の
用
法」
を
収め
て
い
て
有
益
で
ある 。
幻
は
漢
字の
読
みの
問
題
が
近

代の
文献
に
ま
で
下っ
て
き
たζ
と
を
示
す
もの
で 、
と
の
よ
うな
地
道
な
調

査の
積
み
重
ね
が
必
要で
ある
乙
と
を
教
え
て
く
れ
る 。

振
り
仮
名・
振
り
漢
字の
問
題
を
論
じ
た
もの
に 、
位
進
藤
咲
子
「ふ
り
が

な
の
機
能
と
変
遷」
(『講
座
日
本
語
学』
6
所
収) 、
白
山
口
紀
子
「『雨
月
物

語』
の
用
字」(『東
京
女
子
大
学日
本
文
学』
印 、
昭回・
9
1
U
小
林
雅
宏

「『西
国
立
志
編』
に
お
け
る
ふ
り
が
な
の
使い
わ
け」
(『
専
修
国
文』
幻)、

お
山
内
潤三
「
仮
名
文献
に
お
け
る
振
漢
字の
諸
問
題

|大谷
女
子大
学蔵本『
秋

月』
概刻にあた勺て
11」(『大

谷
女
子
大
国
文』
日 、
昭回・
2)
が
あっ
た 。

犯
は
『
古
事
記』
か
ら
『
吉
里
吉
里
人』
に
及ぶ
視
野の
広い
もの
で
ある 。

表
記
に
関
す
る
種々
の
問
題
を
取
り
挙げ
た
論
考に 、
お
池
上
禎
造
「
表
記

の
歴
史か
ら
見
た
現
代
語
表
記
法」(『講
座日
本
語
学』
6
所収) 、
幻
築
島
裕

「
国
語
史に
お
け
る
文
字
表
記
論の
問
題
点」
(『日
本
語
学』
2
15 、
昭防・

5)
が
あっ
た 。
お
で
は
「
表
記」
と
い
う
語の
由
来や 、
文
字
生
活と
表
記

の
歴
史
が
八
文
字
偏
在・
文
字の
普
及・
文
字
社
会
〉
の
三
期に
分
け
て
説
か

れ 、
各
期の
特
質と 、
研
究
上の
問
題
点
が
指
摘さ
れ
て
い
て
学ぶ
乙
と
が
多
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ぃ。
ま
た
八
総
じて
言
えば 、
古
文
献の
表記の
実
態
(
仮
名
遣い・
送
り
仮

名・
漢字の
種類用法・
段落句読・
分かち書き)
は最近やっ
と
少しば

か
り
調べ
出され
たに過
ぎな
い 。
労
多
く
して 、
多分
功少な
い
分野で
あ

ろ
う〉と
展
望
もなさ
れ
て
い
る 。
幻
で
は
仮
名づ
か
い
が
独
自の
展
開
をし

た
だ
けに
八
文
字
表
記
史の
よか
ら 、
注
目
に
価
す
る
課
題〉
で
あ
ると
と 、

定
家
仮
名づ
か
いについては 、
そ
の
独
創
性の
問
題
をさ
ら
に
検
討
する
必

要
が
あ
る乙
と 、
そ
のほ
か
定
家の
用
字
法
の
問
題 、
文
字づ
か
い
の
事
実

が
定
家の
ど
のよ
うな
研
究な
い
しは
作
歌の
意
識に
結びつ
く
か
の
問
題な

ど 、
重
要
な
今
後の
研
究
課
題
が
提
出さ
れ
て
お
り 、
最
後に
八
古
典の
文
学

作
品の
古
写
本
を
翻
刻
する
場
合 、
仮
名や
漢
字
を 、
原
本
の
ま
ま
改
め
な

い
で
忠
実に
翻
字
する乙
との
重
要
性
を
私は
強
調し
た
い
〉と記されて
い

る 。
同
じ
趣
旨の
乙と
を
小
松
英
雄
氏
も
後
出の
幻
で主
張
してお
られる。

漢
字の
機
能
を
問
題
にし
た
研
究に、
お
野村
雅
昭「
漢
字の
機
能
の
歴
史」

(『講座日
本語学』
6
所収) 、
羽
神尾楊子『王朝国語の
表現映像』(新

典
社 、
昭幻・
4)、
羽
森
岡
健
二
「
明
治
期にお
ける
漢
字の
役
割」(『言語

生
活』
刑 、
昭お・
6)
が
あ
る 。
お
は
『
古
事
記』
と
現
代の
新
聞の
漢
字

を
比
較
す
る
と
い
う
大
胆
な
試
み
で
あ
る
が 、
資
料の
性
格の
違い
が
大
きい

だ
けに
漢
字の
機
能の
差
が
明
確
に
出
て
い
る 。
ぬ
は
「
漢
字
映
像
と
概
念
転

移」
を
収め
る 。
却
は
漢
字に 、
語
基
を
分
解
表
記
す
る
もの
と
宛
字
式
表
記

を
する
もの
の二
種
がある乙
と
を
述べ
た
もの
で鈍・
印
と
係
わる。

正
訓
字
と
万
葉
仮
名の
関
係
を
対
象に
し
た
もの
に
は 、
HU
田
島
光
平
『
語

法の
論
理』
(笠
間
舎
院 、
昭貯・
3) 、
必
小
谷
博
泰
「
藤
原
宮
木
簡の
用
字

および
表記につ
いて」(『訓点語と訓点資料』
倒 、
昭日・
8) 、
必
杉村

俊男「上代木簡における国語表記のさまざまな方法につ
いて(付)「上

代
木
備
に
表
記
さ
れ
た
国
語
霧
実
の
検
討」

繍
遺
」
(
『
共
立
女
子
短
期
大
学
(
文
科)

紀
要
』

缶、
昭幻
・

2)
がある。
H引
に
は「
万
葉
集に
於ける
『
ず』
の
表記の
特

色
と
そ
れよ
り
導か
れ
る
種々
の
問
題」
「『
な
り』
の
表
記の
意
味
す
る
もの

|!
万葉集
について
|』」

な
ど
の
好
論が
入っ
て
いる。
mM
は
藤
原
宮
木
簡
と

平
城
京
木
簡
を
比
較し
て
文
字
能
力
や
言
語
生
活に
言
及し
て
い
て
魅
力に
富

む。同一
文
献
内の
異
表
記・
漢
字の
選
択の
問
題
を
取
り
挙
げ
た
もの
に
次の

論があっ
た 。
仏
戸谷一雨明「古
事
記
表
現
論

a|用字選択の意識
||「(『学

術研究国語・国文学編』
訂 、
昭幻・
ロ) 、
必
西宮一
民「『古事記』
の通用

字」
(『古
典
学
藻』
所
収) 、
必
木
田
章
義
「
古
事
記
そ
の
もの
が寸志向
る
古
事

記の
成書過程

||「以音注」
を手がかりに
ll」(『万葉』

川 、
昭
印山・
叩) 、

U
佐々
木民
夫「
万
葉
集の
『
笑』」
(『
文
芸研究』
問 、
昭幻・
9) 、
川崎
藤

井
茂
利「上
代日
本の
補
助
動
詞『
賜
・

給』
の
表記」
(『人
文学
科
論
集』

灯 、
昭幻・
3) 、
叫
同
「正
倉
院
文
舎に
見
え
る『
給』
『
賜』
の
用
法」

(『人
文学
科
論
集』
凶 、
昭お・
3) 、
ぬ
丸
山
隆
司「
う
た
と
文
字
|つなぎ

ぬもζろ

ととば『側隠』をめぐって
l」(『万葉』

山 、
昭犯・
1) 、

日
鈴木恵「『無』

『
走』{子
をめ
ぐっ
て」
(『東
洋』
日
!日 、
昭
幻・
日) 、
臼
高
橋
敬一
「
今

昔
物
語
集
に
お
け
る
避
板
法・
変
字
法」(『福
岡
女
子
短
大
紀
要』
幻 、
昭幻・

6)。
川崎
は古
朝
鮮にお
ける
用
字との
関
係
を
指
摘し
て
いる
点
で
論
旨
が

万
と
共通
するとと
ろがあ
る 。
日目
や臼
は
用
字
意
識にま
で
言
及されてい

て
注目される 。

時
代ど
と・
文
献ど
との
漢
字の
性
格・
種
類・
量
を
論
じ
た
もの
に
以
下

の
多
様
な
論
考
が
あっ
た 。
日
下
村
武
「
空
海
撰
『
声{子
実
相
義』
の
用
字
用

語に関する一
分析」(『計量国語学』
臼
|8、

昭関・
3) 、
臼
浅野敏彦

「

課税付
門
記の
漢
字・
漢
語
につ
い
て
の一
考
察」
(『国
語
詩
集
史の
研
究』

3
所収 、
和
泉容院 、
昭訂・5
て
お
楢回良照「院政・
鎌倉期の
平仮名
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文における
漢字の
用法につ
いて」(『佐賀大学教育学部研究論文集』

ω
ーー 、

昭幻・7) 、
日
同「
定家本『更級日
記』
における
漢字の
用法

につ
い
て」(『佐賀大国文』
口 、
昭m-
U) 、
幻
田中雅和「『草案集』

の
用字に関する一
考察

11副詞による検討
||」(『鎌倉時代語

研究』
6 、

武
蔵
野
容
院 、
昭
日・
5) 、
出
土
井
忠
生
『
吉
利
支
丹
論
孜』
(
三
省
堂 、
昭

幻・
4) 、
四
杉本つ
とむ『西鶴語設管見』(ひたく
書房 、
昭幻・
2) 、

印
山中敦子
「西
鶴本に関する一
考察
ーーその表記の
多様
性の
もつ
窓味
-|，」

(『
香
椎
潟』
泊、
昭
日・
3) 、
臼
矢
野
準「
黄表
紙に
於ける
漢字
|
黄表紙

十一
種の
使用漢
字一
覧
ーl」(『

文
献
探
究』
印 、
昭
貯
・
9) 、
白
山
田
俊
雄『
詞

林道遥』(角川書庖 、
昭日・7) 、
臼
同「近世の
常用漢字について」

(『言語
生
活』
別、
昭
防
・
6) 、
臼
同「近世常用の
漢字
|l
雑俳『
新
木賊』

の
用字につ
いて
||」

(『
成
城
文
芸』
問 、
間
関
-

U) 、
日
梶
原
混
太
郎
「
新

聞の
漢字含有率の
変遷

|明治・
2・昭和を通じて
|」(『研究報告集』

3 、
昭幻・
3) 。
日
は〈キリシ
タンの目につ
いた乙と
は 、
日
本語その

ものよ
りはそれを書
く文字の

面であっ
〉たとい
う貴重な指摘や『南

詞
雑解』
の
宛字など 、
文字・
表記に関する論考を含む 。
日
は「西鶴

の
漢字用法と
かなづ
かい〈
付記〉
表記体系と
板元との
関連性」
が
収

め
られてい
て 、
用字に関する問題点に
も及び 、
八
漢字の
字体(字形)

のバ
リエ
ーショ
ンの
問題 、
字音・
字訓語(抽出語と関連した用字法 。

当字・
当読みをふくむ)
の
問題 、
作品と
用字との
関連 、
分布状態の

問題 、
漢字の
字体の
発生的考察の
問題 、
用{子の
実態と
処理の
方法の

問題 、
西鶴
自筆板下本と
用字および
他との
関連の
問題 、
用字の
性格

の
問題 、
辞(字)
典と西鶴の
用字の
問題 、
日
本の
漢字漢語史上にお
け

る西鶴作品の
用字の
問題Vなど 、
有益な
提起がなされている 。
臼
に

は「激石の
用字
14
忘
ll」「『節用集』

の乙
と」「漢字・
漢詩の
むつ

字 ・ 表文

かしさ
ll「周関浴場合
|l」「字訓の

伝承」
などが収められていて 、
重

要な指摘 、
研究法につ
い
ての
厳しい
批判がある 。
日
は主として臼
の

精数な調査分析を踏まえた立誌で 、
近世の常用
漢字の
考察には振仮

名づ
き文字連続を視野に
入れて行
う必要があるとい
う方法論が展開

されている 。
字音・
字訓の
処理についても 、
臼で〈
私は 、
字音・
字訓

の
表示には 、
その
音 、
その
訓が 、
独立か 、
複合か
を 、
必ず示す乙
と

を求める習慣を確立したいと
考へ
るのである〉と
記されているよ
う

に 、
新しい
方法が提示されている 。
日
は漢字の
研究が明治・
大正に

まで
下りてきたこと
を示すものであり 、
今後の
成果が期待される 。

文章と
漢字・
熟字との
関係を論じた
もの
と
し
て
は 、
同
小山登久

「変体漢文の
文
体
史」(『議座日本
語学』
7
所収 、
昭閉山
・8)

があっ

た乙
と
を挙げるにとどめたい 。

ーで
論じられた漢字の日本的特殊用法を正面に
すえた研究に 、
門町

三
木
雅
博
「『
匂』
{子
と
『
に
ほ
ふ』

||菅原道真と和語の漢字表記
|l」

(『
文
学

史研究』
お 、
昭幻・ロ) 、
田
中島壌治「日本民族の
漢字受容に関する

一
考察

|乙の言葉型民族のすばらしさと戒心すべき点と
|」(『国学院雑誌』 、

にほふ

昭幻・日)
がある 。
門別
は「匂」
とい
う漢字の
成立過程を菅原道真の

佼用を中心に追究したもので
堅実な論である 。

外来語・
外国語の
漢字表記を取り挙げた論文に 、
伺
松田裕「
宛字

『基督』
考」(『国語学』
m 、
昭閉山・
臼) 、
河
上野方「明治初期の
外国

地名表記」(『常奨学園短期大学紀要』
目 、
昭日
・ロ) 、

n
小林
雅宏

「明治初期の
翻訳書からみた外国地名の
表
記』(『文研論集』
8、昭

幻・
日)
が
あり 、
他に 、
日
本で
援刻もされた漠訳書『地理全士山』
に

「
基督」「方舟」
が記されている乙
と
を報告したものに松井利彦「近

代
日
本
漢
語
と
漢
訳
書
の
漢垣間」(『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要』
沼 、
昭
叩山・
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3)
がある 。
印
は
資料を博索しての
好論で
強い
刺激を受ける 。
乙
の

分野は最近になっ
て
着手された
もので
あるが 、
表記以
外の
大きな
問

題とも係わる乙
とが予想さ
れ 、
今後の
展開が期待される 。

なお 、
置き
場所が適切で
ないかもしれない
が 、
漢字と和
製漢語と

の
関係を論じたものを乙乙
で挙げておきたい 。
八日
本的漢字選〉に

よる造語を
論述したものに 、
η
高松政雄「和用法の
字音語

|l色業字

類抄畳字部より
l|」(『

訓
点
語
と
訓
点
資
料』
目 、
昭
m-
8) 、
口
問
「
準
漢

語

l|字類一沙問日字部中の「
l|翻」

註紀語より
|l」(向上)

が
あり 、
η・
犯
で

触れられている〈
字
序〉を論じた
も
の
に 、
「近世の
漢語につ
いての

一
考察」
を収める九
佐藤亨『近世語裳の研究』(桜楓社 、
昭日・
6)

が
あっ
た 。
高松氏は他に
「不・
無」
の二
重表記に係わる
「慣用音成

立の一
の
場合

|「不
プ」
|」(『国語国文』

日
ln 、

昭幻・
9)
の
好

論がある 。
仮名の研究に
移ると 、
万葉仮名を対象とした
論考に以下の
ものが

あっ
た 。
万
養斗輿『吏読と
万葉仮名の研究』(和
泉書院 、
昭幻・
叩) 、

河
井手至「万葉集編纂資料の
用字」(『武蔵野文学』
旬 、
昭向山・
日) 、

打
工
藤博子「万葉集巻十四に
於ける平安時代的性格

||用字と上代特殊

仮名遣をめぐっ
て
l」(『

語
文
研
究』
臼
・

臼 、
昭
幻
・
6) 、
mm
安
部
美
絵「
万

葉
集
巻
九
論

|用字法から見た
構造と成立につ
いて
|」(『

香
椎
潟』
泊 、
昭
乎

印) 、
河
寺島利尚「万葉仮名の
義字性について」(『東
洋』
m
l7 、

昭

路・
7) 、

印
西崎亨「日
本紀覚宴和歌の
用字用語につ
いて」(『水門』

日 、
昭
幻
・
7) 、
創
浅見
徹「和歌の
真名表記」
(『古
典学
務』
所収)。

お
は
万葉仮名の
成立を論じた
労作 。
η・
mm
は特徴的な用字から『万

葉集』
の 、
標題の巻の
成立・
構造を論じたもので 、
と
もに
手堅い
論

証で
ある 。

仮名の
機能を論述した
ものに 、
万葉仮名については 、
回
小谷博泰

「
宣
命
の
文
章
と
表
記

J|翻訳文ならびに漢字仮名交じり文として
11」

(『
奈
良
教

育大学園文研究と教育』
6、
昭日・
3)
が
あ
り 、
平仮名については 、

回
遠藤邦基「平仮名の機能の歴
史」(『誘座日
本語学』
6
所収) 、
白
鈴

木日
出男「仮名乙とばの
文学」(『日
本文学』
幻
|3 、

昭幻・
3)
が

あっ
た 。
また 、
片仮名に
関しては 、
白
岩淵匡「片仮名の機能の歴史」

(『講座日
本語学』
6
所収) 、
師
寺沢一
枝「『浮雲』
の
片
仮
名
表
記」

(『国文瀬名』
4 、
昭お・
6)
があっ
た 。
回・
白
で
はともに行き
届い

た
概観がなされている 。

角筆で
書かれているという点で以上の
仮名と別扱いに
す
る
な
ら

ば 、
角筆文字に
関しては 、
広畑
議『神田本白氏文集の研究』(勉誠

社 、
昭幻・
2) 、
部
小林芳規「角筆文献研究の
課題」(『国語学』
問 、

5・
3) 、
回
同「蹴
四時
古前大般若経に書入れられた鎌倉時代の
角

筆文字等について」(『鎌倉時代語研究』
5 、
武蔵野書院 、
昭幻・5) 、

卯
『古刊本『本願寺聖人親鴛伝絵』(御伝
紗)
の研究』(菩
廃
寺 、
沼

お・
9)
の研究
があっ
た 。
ω
は小林芳規氏の
「善慶寺蔵古刊本『本

願寺聖人
親驚伝絵』
の
角筆文字について」
が入っ
ており 、
日引
には同

氏の
「角筆点に基く神田本白氏文集の
訓点の考察」
が収められてい

る 。
部
は角筆文字の
国語史的価値が初めて
総合的に
論ぜられ 、
注目

される
もので 、
特に
文字につ
いては 、
角筆文献のなかに
平安中期の

女手が見られること 、
女手が片仮名と
対立する別の
文字体系として

意
識されていたこと
を示すものがあるなど 、
貴重な
論述が多くなさ

れている 。
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文字づ
かいの研究は各時代で
深化してお
り 、
川出
犬飼隆「万葉仮名

の
文字法の
歴史」(『講座日
本語学』
6
所収) 、
白
森田敦子「仮名文の

表記原理
||『古今和歌集』(伊達本)について
|l」(『山口

女子大
国文』
4 、

昭U・6) 、
田
小松英雄『徒然草抜書解釈の原点』(三
省堂 、
昭mm・
6) 、

叫
坂口
至「虎明の
表
記
意
識」(『文献探究』
口 、
昭日・
3) 、
防
野口

義広「
浄凋矯丸本にお
ける
表記を
め
ぐっ
て

|平仮名字体について
l!」

(『文献探究』
ロ 、
昭関・
7)
が
あっ
た 。
回
は「うしのつ
の
文字」「土

偏に
侯ふ」「捲といふ
貝」「いみじき秀句」
など
の論考が収められて

お
り 、
『徒然草』
のなかに
様々
の
用字原理が活用されている乙
と
を

教えられる 。
ま
た 、
漢字と仮名との
聞には互換性の限界があるとい

う 、
数
密な論証に
基づ
く主張は
読む者を納得させ
ずにはおかない 。

知的快感を覚える魅力にあふ
れる
好著で
ある 。

仮名づ
かいの研究はまと
とに盛んであっ
た 。
mm
大
野晋『仮名遣と

上代語』(岩波容底 、
昭幻・
2) 、
貯
竹村信治「『木芙蓉』(源氏小鋭・
広

島大学蔵本)
の本文について
ll定家仮名遣と定家仮託とのかかわりなど
|l」

(『古代中世国文学』
3 、
昭幻・8) 、
mm
市原思「伊
勢物語朱雀院塗館

本表記の
基盤」(『文学・
語学』
郎 、
昭日・
1) 、
叩
泉基博「『十訓抄』

の
仮名遣につ
いて「(『武庫川国文』
幻 、
昭犯・
3) 、
川
崎村弘文「東

京大学蔵『宗祇仮名遣』
につ
いて」(『文献探究』
口 、
昭臼・
3) 、
川

向「古
辞書と仮名遣い
近世の節用集の場A
1」(『文献探究』

ロ 、
昭

日・7) 、
叩出
来山俊彦「『おあん
物語』の
仮名遣

|二種の写本を中心に
|l」

(『学術研究
国語・国文学編』
白 、
昭幻・
ロ) 、
邸
前田富族「近世
に
は

どんな
仮名
遣いが行われていたか」(『国文学』
幻
lM 、

昭幻・ロ) 、

別
同「『倭字古今週例金書』
の
時代的意義」(『国語学史論叢』
所収) 、

加
細川
英雄「国語
資料としての
広本系『醒陸笑』
の
性格
に
つ
い
て

字・表文

||和語にお
ける
四つ仮名表記を中心に
||」(『信州大学教育学部紀要』

必 、

昭幻・
3) 、

間
同「南
葵文庫蔵『醒陸笑』
の
四つ
仮名表記につ
いて」

(『信州大学教育学部紀要』
必 、
昭お・3) 、
即
沼本克明『
平安鎌倉
時

代に
於る日
本漢字音に
就ての研究』(武蔵野容院 、
昭幻・
3) 、

問
鈴

木真喜男「『字音仮字用
格早引』
と『かなづ
かひ早引』」(『東京学芸

大学紀要E
(人文)』
弘 、
昭犯・
2) 0
Mm
は「仮名遣の起源につ
いて

の
研究」「仮名遣の起源につ
いての研究」
資料が収められ
て
い
る 。

現在では定説となっ
ているといっ
てよい大野氏の
定家仮名づ
かいに

つ
いての
論は 、
論理的に構築されていて 、
八
新たに日
本語学 、
と
と

に
その古代語学に
踏み込もうと
する人々
の
入門書〉の巻頭にふ
さわ

しい 。
聞では橘成員と
契沖の
仮名づ
かい
観の
相違と 、
それから生ず

る
事象を美事に
突いている 。
なお即には重厚な考証に基づ
く「
字音

仮名遣の
諸問題」
が入っ
ている 。

文献どとの
表記の特徴の
究明 、
体系の記述をめざした
ものに 、
問

宇都宮隆男「
政問調
嶋崎山
一珊白氏文集巻第四の訓点」(『訓点語と
訓
点
資

料』
U・
ω 、
昭幻・
5 、
昭日・8) 、
山
田島清司「『法華百座間書抄』

の
表記法ω」 、
(『九州大谷研究紀要』
9 、
昭認・
3) 、
山
山内洋一
郎

「金沢文庫蔵仏教説話集の
表記体系」(『鎌倉時代語研究』
5 、
昭幻・

5) 、
山
山本早苗「尾州家本横笛巻における
表
記
上・
表現上の
特徴

||大島本と比較して
18」(『解釈』

m
l口 、

昭幻-
U) 、
山
坂本清志「『未

刊国文古註釈大系』
本『古今秘注抄』
の
問題点
|附書誌および使用文字

について
||」(『国語学研究と

資料』
6、
昭幻・
7) 、

山
安部美絵「古

文書による
国語史研究序説

l
E太閤
童
書について
|!」(『文献探究』

ロ 、
昭弱・
7)
が
あり 、
着実に調査が進められている 。
為家本『土

左日
記』
が発見された乙
とで
もあり 、
乙の種の報告は増すで
あろう
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が 、
mのよ
うに体系を求める姿勢が望まれる 。

キリシ
タン
のロ
ーマ

字表記を論述した
もの
に 、
山
福
島邦道『銑キ

リシ
タン
資料と
国語研
究』(笠間
容院 、
昭お
・7) 、

山大
塚光信「関

合
音
t|キリシタン版の表記をめぐって
|l」

(『文
学』
m
l1 、
昭
幻
・
1) 、

山
近藤政美「キリシ
タン
資料にお
ける語頭のH
表記
の
語
に
つ
い
て

llロドリゲス著『日本大文典』
の記述を中心にして
||」(『金

問一
春
彦
博
士
古
稀

記
念
論
文
集
付』
所収 、
昭
同岬
・

ロ)
があっ
た 。
mkはパ
レ
ト
写本の
種

々
の
表記を考察
した「特異な
表記」
や 、
「
長
音と
長
音
符」
が
収
め
ら

れてい
る 。
m
には
出の
「
長
音と
長
音
符」
に
対する反論が
見られ〈キ

リシ
タン
・
ロ
ーマ

字文
献の
関
合表記は、
音
声事実の
反映において 、

国内文献よ
り上で
もな
ければ
下で
もない〉とされる 。
浜田敦氏のい

われる〈
規範性〉(『続朝鮮資料による日
本語
研
究』(臨川
容活 、
昭

お・
8)
の
賓が
係わる問題である 。

辞書・
字書 、
文字生
活に関する論
文
に
は 、
川
貞苅伊徳「『新撰字

鏡』
八
臨
時
雑要
字〉
と
『
漢
語
抄』」(『
国
語
と
国
文
学』
印
|1 、
昭
関・

1) 、
旧
安田
章『中世辞
書
論
考』(前文堂 、
昭回・
9) 、

別
今西浩子

「
室
町
時代の
通
俗語
と
辞
書」(『国
語
語
紫
史の
研
究』
4
所
収 、
和
泉
書

院 、
昭日・
5) 、
m
上
野
力
「
江
戸
川
柳
に
み
る
文
字
生
活」(『常
葉
学
園
短

大
紀
要』
弘、
昭幻-
U)
があっ
た 。
川は上代の〈
日
本語を
書き記す

ための
用
字
字書〉
を
推論したもの 。
川では八節用集を「よ
みから
漢

字を索める」
書く為の
辞書と
すると
とに
も 、
当然何等かの
註釈が必

要〉で
あり 、
八やはり
韻
事の
場にお
ける 、
書く為の
辞
書という
要
素

を
加
味しなければ
ならないのではないかVと
説かれる 。
問では
『
迩

歩
色
葉集』
『節用
集』
(文
明
本・
易
林
本
な
ど)
に
当
時の
辺
俗語がかな

り反映していると
指摘されるが 、
〈乙
れはあくまで周語
異字の
問題

を抜きにしての
話であっ
て 、
文字を問題にすれば 、
おのずから結果

も変っ
てくる〉とされる 。
古本節用集における
文字の特殊性につい

てい
われた
ものと
読める 。
なお 、
節用集の
文字については 、
鰻頭屋

本・
天正
十八年木と易林本とで八
文字における中
世と近世と
を分か

つ〉
と日
で
述べ
られてお
り 、
また 、
近世・
明治の
節用集の
文字と日

常使用
漢字との関係が臼で
論じられ 、
新しい
研究領域が一示されてい

る 。
乙のほか 、
近世の
節用集については 、
節用集の果たした文明史

的
機能は八日
本文明を構成していたふ
たつの
空間 、
漢字による公的

コ
ミュニ
ケーショ
ンの世界と 、
やまとととばや仮名まじり文によっ

て
支えられた
私的な世界と
を繋ぎとめる乙
とに
あっ
たVと
論ずる横

山俊夫「
恕取材晴間節用集から現代へ
のメッセージ」(『中央公論』、

昭印・
2)
があっ
た 。

国字問題に関するものには 、
m
井之口
有一『明治以後の
漢字政策』

(日
本学術振興会 、
昭幻・
2) 、
出
『国語改革を批判する』(「日
本語

の
世
界」
凶、
中央
公
論
社、
昭
犯・5) 、
山
笠井美
穂
「
国語
教
科書にお

ける
『イル』
の
表記の
変遷」(『国文館見』
問 、
昭日・
ロ)
があっ
た 。

補助符号に関する論考には、
問{子野義方「句読法の歴史」(『講座

日
本
語
学』
6
所
収) 、
m
築
島
裕
「
仮
名
声
点の
起
源と
発
達」(『金
田一
春

彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
付』
所
収) 、
間
遠
藤
邦
蓋
「『古
今訓
点
抄』
の
声

点
ーーその機能について
|」(『叙

説』
7 、
昭
幻・
叩) 、
問
秋
永一
枝
「
天
理

本『
散
木集
注』
声
点』」
(『金
田一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
付』
所
収) 、

問
春日
和
男「
扱
音の
表
記とその
限界」
(『
訓
点
諮
と
訓
点
資
料』
回、
昭

閉山・5) 、
m
沼本
克明
『
平
安
鎌倉
時代
に
於
る
日
本
漢字出自
に
就ての
研

究』 、
m
出
雲朝子『
担

併設
室
町
時代
語の
研
究』(
桜
楓
社、
易
自) 、

m
坂
梨
隆三
「
浄
烈
璃本の
半
濁
音
符」
(『人
文
科
学
科
紀
要』
目、
悶
貯・
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3)
な
ど
が
あっ
た o
m
に
は
「
濁
点の
発
生
に
就
て」
「
漢
字
音
に
於
る
促

音の
表
示
法」
の
手
堅い
論
考
が
収め
ら
れ
て
お
り 、
m
は
精
力
的
に
進
め
ら

れ
て
き
た
清
濁の
書
き
分
けにつ
い
て
の
詳
細な
論
考
が
入っ
て
い
る 。

最
後に 、
春日
政
治
氏の
名
著
『
仮
名
発
達
史
序
説』『
片
仮
名の
研
究』
や

未
刊の
『
国
語
文
体
発
達
史
序
説』
な
ど
が
『
春日
政
治
著
作
集』
(1
・
2 、

勉
誠
社 、
昭幻・
口 、
昭団
・
1)
と
し
て
刊
行
さ
れ
た乙
と
を
付
け
加
え

る 。
乙
の
分
野の
研
究
を
稗
益
す
る
乙
と
大で
あ
る 。

以
上の
よ
うに
見
て
く
る
と 、
お
で
八
最
近
やっ
と
少
し
ば
か
り調べ
出
さ

れ
た
に
過
ぎ
な
い
〉
と
い
わ
れ
た
古
文
献の
表
記の
実
態
調
査
を
含
む
文
字・

表
記の
研
究
は
着
実に
増
加
し 、
深
化
しつ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う 。

記(史的研究)

も
は
や 、
編
集
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
紙
幅
を二
割
が
た
超
過
し
た 。
二
百
数

十
点の
論
文・
著
書
を
閲
読
し
た
結
果 、
右の
よ
う
な
形の
展
望
と
なっ
た 。

「
表
記」
と
い
うと
と
ばの
意
味
する
と
ζ
ろ
は
広
く 、
「
文
字」
「
漢
字」
は

「乙
と
ば」
「
漢
語」
と
い
い
か
え
て
も
差
支
え
ない
よ
うに
も
使
わ
れ
る 。
基

準
を
立
て
に
く
かっ
た
が 、
他の
分
野
で
対
象に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
察せ
ら

れ
る
もの
は 、
で
き
る
だ
け
省
く乙
と
に
し
た 。
索
引
や
翻
刻の
解
説中
で
触

れ
ら
れ
る
記
述
も
除い
た 。
そ
れで
も百
点
を
超
え
た 。
国
語
史の
研
究
が
文

献
を
用い
て
の
もの
が
中
心
で
あっ
て
み
れ
ば 、
各
分
野の
研
究に
お
い
て
文

字・
表
記
に
触
れ
ら
れ
る
乙
と
が
多い
の
は
当
然で
あ
る 。
ま
た
文
字・
表
記

が
対
象
に
す
え
ら
れ
る
乙
と
が
多い
の
も
当
然で
あ
る
と
い
え
よ
う 。
右
で
挙

げ
た
論
文
で 、
標
題
に
「
文
字・
表記」
な
ど
の
文
字
を
掲
げ
た
も
の
は 、

ざっ
と
数
え
て
も
「
表
記(法)」
お
点 、
「
漢
字(
国
字・
宛
字)」
日
点 、
「
用

字・
変
字
法」
M
点 、
「
仮
名づ
か
い」
9
点 、
「
文
字」
7
点 、
「
仮
名」
7

点 、
「
振
仮
名・
振
漢
字」
3
点 、
「
字
体・
字
形」
2
点
で 、
合
計
する
と卸

字・表文

点に
の
ぼ
る 。
訓
読・
訓
点
語
に
関
する
もの
を
除
けば 、
ほ
と
ん
ど
の
論
文

で
「
文
字・
表
記」
に
類
す
る乙
と
ば
が
標題
に
使
用さ
れ
て
い
る
と
い
う乙

と
に
な
る 。
乙
の
研
究
分
野の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う 。

乙
の
展
望
を
する
に
あたっ
て
は 、
国
立
国
語
研
究
所
文
献
調
査
室 、
特
に

田
原
圭
子
氏
に
た
いへ
ん
お
世
話に
なっ
た 。
ま
た 、
西
国
直
敏
氏・
前
田
富

族
氏
執
筆の
「
学
会
時
評」
(『
国
文
学』
掲
載) 、
犬
飼
隆
氏
・
薬
科
勝
之
氏

に
よ
る
『
文
学・
語
学』
の
「
展
望」
を
参
考に
さ
せ
て
い
た
だい
た 。
お
礼

を
申
し
上
げ
る 。

追
記今

期の一
大
特
色
で
あ
る
節
用
築の
用
字
研
究
に 、
湯
浅
茂
雄
「
節
用
集の

語
梁」
(『
議
座
日
本
語
学』
5 、
昭閉山・
ロ)
が
あ
る乙
と
に
後
で
気づ
い
た

の
で
付
け
加
え
る 。

11
広
島
女
子
大
学
教
授
ーー
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